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※地図の図表・解説文は、宮城県建築物等地震対策推進協議会に設置の市町村防災マップ

　利活用検討ワーキングにおける解説資料から引用しています。

※この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図25,000（地図画像）を複製し

　たものである。（承認番号　平19総複、第977号）
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東北自動車道、山形自動車道、や国道の重要な基盤路線を指定

第１次路線と連結する主要幹線道路の県道や町道を指定

避難所等を連結する町道を指定

村田町　緊急輸送道路

この「揺れやすさマップ」は

マップの作成手順

このマップの作成にあたっては、おおよそ次のような手順で、震度（揺れの大きさ）を予

測しています。

○地域に影響の大きいと考えられる地震（活断層の地震（長町・利府断層による

　地震）、海溝型地震（宮城県沖地震（単独型、連動型）、どこでも起こりうる直下

　の地震）を選び、震源となる断層の規模や位置、形状などの情報を設定します。

○それぞれの地震について、地震の規模や震源となる断層までの距離などにより揺

　れの強さが変わる性質を用いて、「地表面付近（地下の基盤）での揺れの大きさ」

　を計算します。

○体に感じる「地表での揺れの大きさ（震度）」は、「地表面付近での揺れの大きさ」

　に「足元（表層の地盤）揺れやすさ」を加味することで求めることができます。

　　一般に、足元の地盤が軟らかいほど、また軟らかいものが厚く堆積しているところ

　ほど、地表面では大きな揺れとなる性質がありますので、「震度」が大きくなります。

○この揺れやすさマップは、海溝型の地震である「宮城県沖地震（単独型）」を想定した場合

　の震度分布を、100メートルメッシュ毎に表現しています。

○この地震は、平均すると37年に一度、1978年の宮城県沖地震と同様の場所と規模で同

　じように繰り返し起きていると考えられるものです。今後30年間の発生確率は99%といわれ

　ています。マグニチュード7.6を想定しています。

○地震による被害の軽減のためには、住宅等の耐震化を図ることが大切です。そのために、

　地震の大きさと揺れによる建物の危険性をよく知って頂く必要があります。そこで、発生の

　恐れがある地震による地域の揺れやすさを震度として評価したのがこの「揺れやすさマップ」

　です。

○なお、ここに示した震度は、地震の規模や震源の距離から予想される平均的な揺れの強

　さです。地震の発生の仕方によっては、揺れはこれより強くなったり、弱くなったりすることがあ

　ります。

第１次

第２次

第３次

気象庁「震度階級解説表」　（下の表）

http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/shindo/shindokai.htmlによる

宮城県全体の「揺れやすさマップ」

宮城県沖地震（単独型）について、

宮城県全体の「揺れやすさマップ」です。

今後３０年間の発生確率９９％といわれる

＜宮城県沖地震（単独型）の場合＞

村田町地震防災マップ

揺れやすさマップ

このマップは、住民の防災意識の向上と住宅等の耐震診断・改修の促進を

図る目的で作成したものです。耐震診断・改修について考えて見ましょう。

（震度分布図）


